
令和５年度 児童・保護者アンケートの結果 

御前崎市立浜岡東小学校 

 年末には、アンケートへの御協力ありがとうございました。アンケート結果を分析し、成果と課題を明ら
かにしました。そして、今後どのように取り組んでいくか、現在次年度に向けて検討を重ねております。ここ

では、アンケート結果と、その分析・考察を報告します。 

 

１ 児童アンケートの結果 

 

○全体を見ると、ここ数年若干の増減はありますが高数値を維持しています。本年度は、東小統合５０周年で１年を通

して、地域の歴史を調べたり、地域の方の力を借りて食物を育てたりと地域と関わりながら佐倉・比木地区のよさ、

５０年の長い歴史の尊さを学んできました。また、６年生が中心となって、記念イベントを計画したり、記念グッズ

を考えたりするなど、子どもたちが中心となって活動内容を考え、児童の主体性を伸ばしてきました。「１ 学校が

楽しい」や「２ クラスや学校のためにみんなと活動するのは楽しい」の数値が上昇したのはこれらの活動の成

果と考えられます。 

 

○国が示した「令和の日本型教育」の一つに「全ての子がその子に合った方法で、その子に合った目標を達成で

きるような指導を行う」というものがあり、東小職員も授業改善をするべく単元を見通して取り組んできまし

た。これまでの学習スタイルと異なり、自分が分かる段階からスタートし指導者が示す一定の目標に到達できるよ

う、自分にあった学習方法で学びを進めていきます。自分で自由に学習する内容や方法を選ぶことができるように 

なると、自分が「わかった・できた実感」が多くなってくることに「学びの価値」を見出し、目標に到達できたこと

の振り返りを続ける中、志を高く持ち「本当の学び」を目指すようになります。「４ 授業が分かる」が９０％を超

えている要因に、この学習スタイルの効果が少しずつ表れていることが考えられます。 

 

○先に述べた学習スタイルは、自ら進んで課題に向き合い、自由に友達と関わり合いながら解決に向かいます。「３ 授

業で自分の考えや思ったことを友達に伝えている」の数値が比較的に低く、課題解決の中、自分の思いがうま

く伝わらず対話をためらったり、人と関わることでより深い学びを生み出す実感がまだ味わえていなかったり

していると考えられます。新たな学習スタイルにおける課題を職員間できちんと整理し、より適切な手立てを

講じていくよう、今後取り組んでいきます。 
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○「５ 話を聞いてくれる先生がいる」の数値が９５％を超えています。本校では定期的にアンケートを実施して

います。全体の集計だけを見て考察するのではなく、児童一人一人の回答に着目したり、いじめアンケートの結果

と照らし合わせながら考察したりして、個別に声掛けを行っています。子どものＳＯＳにすぐに気づき、迅速に対

応できたことが、結果として表れたと言えます。 

 

２ 保護者アンケートの結果 

  

○「２．学校は、お子さんにとって安心できる場である。」「４ 学校に信頼できる先生がいる。」に対して、昨年

度に続いて高い評価をいただきました。児童の自己肯定感を育むために、本年度は統合５０周年に関する教育

活動を設定するなど、児童の自治的活動を支援したり、主体的な学びをする児童を育てる授業改善をしたりす

るなど、様々な取組を実施してきました。ただし、これらの取組は保護者や地域の皆様の御理解と御協力があ

って達成できたものと思っております。ありがとうございました。今後より一層、一人一人のよさや伸びを見

つけ広めていくことで、子どもにとって「楽しい学校」「成長する自分」につなげていきます。 

 

○「７ お子さんは家庭学習の習慣が身に付いている。」では、昨年度と比べ数値が下がっています。昨年度か

ら、家庭学習を「一律に与える」から「自分にとって必要な学びを考えて行う」ことにしました。与えられた

ことだけをこなすのではなく、自分で考えることを通して、主体的に学ぶ子を育成することがねらいです。ま

た、日々の宿題や長期休みの課題を自分で計画することで自らの学びを調整する力が身に付きます。自ら課題

を設定することは、子どもにとってはハードルが高く、本年度は自分で綿密な計画ができず家庭学習が思うよ

うに行えなかったことが数値から推測されます。私たちはこの結果を真摯に受け止め、自分で課題を設定する

意義や自分の現状を知る手立て等を子どもたちに伝えることで、自分に合った学習スタイルを考えさせていき

ます。 

 

○本年度も「図書ボランティアさんによる読み聞かせ」、「地域の方よる米・野菜作りの御指導」、また給食配膳業

務過多による「給食配膳の補助」等、地域の方々から大変多くの御支援をいただきありがとうございました。

さらに、本年度は統合５０周年として、子どもの様々な活動の支援、運動会では地域種目への参加等、地域全

体で東小を盛り上げていただき本当に感謝致します。これから６０年、７０年、子供たちと全職員で東小の伝

統を受け継いでいきます。保護者や地域の皆様にこれからも温かい支援をよろしくお願いします。 

 

○「学校の様子を細かく連絡していただきとても安心です。」と多くの方からありがたい言葉を頂きました。心か

ら感謝申し上げます。私たち職員は安心して過ごせる学校、地域に開かれた学校を目指して、日々教育活動に

取り組んでおります。子どもの様子を学校ホームページで毎日発信しております。また、学校だより、下校時

刻、給食の献立等、様々な情報も掲載されていますので、今後も引き続き閲覧をよろしくお願いします。 
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